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すっかり日が落ちるのが早くなり秋の気配が感じられますが、まだまだ暑い日が続きますね。

引き続き体調管理に気をつけていきたいものです。

９月と言えば、敬老の日ですね。わたしも日頃の感謝の気持ちを伝えることにしています。

娘が通う保育所では、毎年この時期になると、はがきを持ってくるように言われます。持参したはがきに、おじい
ちゃんおばあちゃんたちへ日頃の感謝の一言と、かわいいお絵描きをしてポストに投函するという流れです。 そし

て後日、孫からのはがきの到着をうれしそうに報告してくれるので、わたしも楽しみにしている行事のひとつです。

今年度で卒園になりますが、卒園後も続けていきたいと思っています。

我が家には小型犬が２匹居て、１匹はミックス犬の女の子で１６歳、もう１匹がその子の父犬で１９歳のマルチー

ズ。超老犬親子です。一般的には７歳を超えると高齢犬の仲間入りとされる犬の世界で、高齢犬の割にそれなりに

元気にのんびりと暮らしている我が家の愛犬について、少し書かせていただきたいと思います。

高齢ではあるものの、まだ足腰は達者で、一日に３回ほど１０分程度のお散歩をします。
１９歳にもなると、残された歯は３本のみ。そのため、お口の左側から舌がペロッと出ています。眠っている時もも

ちろん常に出ているので、結構な割合でカサカサに乾燥していて、口を開ける際にくちゃくちゃと不便そうにしていま
す。

おやつのクッキーが大好きで、それをもらうためにキチッとお座りをしている時にも舌がペロッと出ているので、こ
ちらも口元が緩んでしまいます。可愛くて、ついたくさんあげたくなりますが、そこは超高齢犬、与えすぎてはいけま
せん。元気に見えても身体は確実に弱っているので、食べ過ぎたり、食べ慣れないものを与えると、すぐにお腹の
調子を崩し長引きます。日によっては目がほとんど見えていないような時もあります。なんだか調子が悪い時もあ
れば、若返ったように元気な日も…

老犬との暮らしは大変な事も多々ありますが、こんなにも長くそばで寄り添ってくれていることに感謝しつつ、いつ

か必ず来る別れのその時まで、のほほんと穏やかに過ごさせてあげたいと思っています。


